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2.11.2. 教員実績概要 
職名： 教授 氏名： 阿部昭博 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，情報システム構築学，応用情報システム学，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，ソ
フトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム企画・設計特論，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア
情報学特別ゼミナール，ソフトウェア情報学特別研究，博士 1 名，修士 3 名 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
「情報システム構築学」「応用情報システム学」開講時に，企業の第一線で活躍するエンジニア，IT 推進責任者を招
聘し特別講義を実施した 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 市川尚，前本虎太郎，佐藤歩，嶋崎佳史，大信田康統，狩野徹，阿部昭博: Bluetooth 携帯電話を用いた UD 観
光情報システムのスパイラルアップ. 観光情報学会誌,Vol.5，No.1, pp.71-90，2009.5 
2) 米田信之，市川尚，窪田諭，阿部昭博：車椅子利用者のための協調型観光支援システムの開発と評価．観光情報
学会誌，Vol.5，No.1，pp.45-58，2009.5 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館における作品鑑賞支援システムの提案，人文科学とコンピュー
タシンポジウム，4B-2，2009.12 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) Abe, A., Ichikawa, H., Kubota, S. and Kano, T.: UD-based Field Museum System Using Mobile Phones and 
Web-GIS, Map Asia 2009, PN-143, 2009.8 
2) 阿部昭博，市川尚，窪田諭，狩野徹：ユニバーサルデザイン概念に基づくフィールドミュージアム支援システム
の提案, 情報処理学会研究報告，CH-84-1, 2009.10 
3) 市川尚, 福岡寛之, 大信田康統, 狩野徹, 阿部昭博：歴史テーマパークを対象とした携帯電話による UD 観光情
報システムの開発と評価，情報処理学会研究報告，GN-75-18，2010.3 
4) 市川尚，宮澤芳光，川村和也，佐々木研弥，福岡寛之，大信田康統，阿部昭博：Bluetooth 携帯電話による UD
観光情報システムの歴史テーマパークへの適用．情報処理学会研究報告，IS-109-3, 2009.9 
5) 窪田諭，曽我和哉，佐々木敬志，瀧澤寛之，深田秀実，阿部昭博，地域 SNS を核とする住民参加型 GIS の開発と
その活用モデルの提案，地理情報システム学会講演論文集，Vol.18，pp.457-460，2009.10. 
6) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発と評
価，情報処理学会研究報告，IS-111-14，2010.3 
7) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの検討，情報処理
学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，3ZA-5，2010.3 
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8) 河本祐幣，市川尚，窪田諭，阿部昭博：携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信の検討，情報
処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，5ZC-3，2010.3 
9) 佐々木研弥，窪田諭，市川尚，阿部昭博：UGC を用いた地域資源情報発信システムの検討，情報処理学会創立 50
周年記念（第 72 回）全国大会，4ZL-2，2010.3 
10) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発，情
報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，1ZM-9，2010.3 
11) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館における鑑賞支援システムの開発，情報処理学会創立 50 周年
記念（第 72 回）全国大会，3ZM-8，2010.3 
12) 小澤田貴泰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：WebGIS を用いた道路管理情報ポータルシステムの提案，情報処理学
会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，6ZM-5，2010.3 
13) 関博之，窪田諭，市川尚，狩野徹，阿部昭博：歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開
発，情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，6ZM-7，2010.3 
14) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：まちの変遷を考慮した地域学習支援システムの開発と携帯端末への展開，
第 18 回地理情報システム学会学術研究発表大会，3E-1，2009.10 
15) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館における鑑賞支援システムの検討，第 6回観光情報学会全国大
会概要集，p.6，2009.5 
16) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：まちの変遷を考慮した地域学習支援システム，第 6回観光情報学会全国大
会概要集，p.6，2009.5 
(e) 研究費の獲得 
1) 全学研究費・連携研究枠「住民利用を指向したコミュニティ GIS 基盤の開発と展開に関する研究」（研究代表者・
阿部昭博） 
2) 全学研究費・公募型地域課題研究枠「情報システム技術による「えさし藤原の郷」のユニバーサルデザイン化」
（研究代表者・阿部昭博） 
3) 科学研究費基盤研究(C) 「ユニバーサルデザインに基づく統合型フィールドミュージアム形成支援システムの研
究」（研究代表者：阿部昭博，課題番号 20500230） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 岩手建設工業新聞「GIS 今後の活用法探る-全国縦断セミナー盛岡会場に 260 名参加」2009.9.15 
2) 胆江日日新聞「デジタル UD ガイド実験、実用化へ期待の声」 朝刊 9面 2009.10.31 
3) 岩手日日新聞「携帯電話から音声案内を提供～えさし藤原の郷で公開実験」 朝刊 15 面 2009.10.31 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会（副委員長），学術推進委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
• 大連交通大学特別聴講生１名受け入れ 
• 盛岡市教育研究会技術・家庭科部会 研究室見学対応 （2009.7.26） 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 岩手県ひとにやさしいまちづくり審議会委員 
2) 花巻市産業支援アドバイザ- 
3) 国土交通省国土計画局「GIS 人材育成プログラム」岩手拠点責任者 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
1) 北上川流域観光地域づくり協議会「北上川流域観光における ICT 利活用」講演 (2009.7.17) 
2) GISA東北サマーワークショップ2009「身の丈にあった自治体GISの整備と利活用」コーディネータ (2009.7.31)
3) 地理空間情報活用推進セミナー2009 盛岡会場「地域視点に立った地理空間情報の活用」基調講演 (2009.9.11)
(d) 産学連携 
1) アクティブタグを用いた携帯電話への観光情報配信システム実験（㈱KDDI 研究所） 
2) 歴史公園「えさし藤原の郷」の情報ユニバーサルデザイン化（江刺開発振興㈱） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会情報システムと社会環境研究運営委員 
2) 情報処理学会論文誌「身近な情報システム～理論と実践」特集号編集委員、論文誌シニア査読委員 
3) 情報処理学会次世代情報処理ハンドブック編集委員 
4) 情報処理学会創立 50 周年記念全国大会「情報システム論文執筆ワークショップ」登壇者、「社会への応用」座長
5) 地理情報システム学会代議員・東北支部長 
6) 日本社会情報学会学術委員 
7) 観光情報学会いわて観光情報学研究会主査 
(f) その他 
1) 野外美術館における鑑賞支援システム調査研究（岩手町立石神の丘美術館） 
2) 盛岡城下町フィールドミュージアムの情報システムに関する助言（盛岡市） 
3) 滝沢村地域 SNS 運営支援（滝沢村） 
4) 道路維持管理データの活用可能性調査（岩手県北上総合支局） 
 
[主な業績］ 
ユニバーサルデザイン概念に基づくフィールドミュージアム支援システムの提案, 情報処理学会研究報告，CH-84-1
 近年, 日本においては, 地域独自の文化・歴史・環境の価値を見直し, 地域全体を野外ミュージアムと捉える取
り組みが活発である. しかし, 野外における展示・見学を基本とすることから, 支援システムに関する体系的な議
論は立ち遅れている. 本研究では, フィールドミュージアムの特徴に配慮し, できるだけ多くの人が見学を楽しむ
ことができるよう, ユニバーサルデザイン概念に基づき, 携帯電話による現地見学の情報支援と, WebGIS 上での現
地訪問前後の情報支援を統合した支援システムの基本アーキテクチャを提案する. 導入を想定している幾つかのフ
ィールドミュージアムのニーズを反映しながら, GIS/CMS 統合基盤, 現地見学支援アプリケーションなど主要なサ
ブシステムで必要なソフトウェアコンポーネントの調査・試作を行った. その結果, 古地図等を扱うデジタルアー
カィブの構築と利用, ユーザの見学を妨げず, かつ知的好奇心を喚起するための携帯電話での情報提示方法など, 
今後の主要な技術課題が明らかになった. 
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職名： 講師 氏名： 市川 尚 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報メディア入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情報システムゼミ A/B，
卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論Ⅱ，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 市川尚，前本虎太郎，佐藤歩，嶋崎佳史，大信田康統，狩野徹，阿部昭博: Bluetooth 携帯電話を用いた UD 観
光情報システムのスパイラルアップ. 観光情報学会誌,Vol.5，No.1, pp.71-90，2009.5 
2) 米田信之，市川尚，窪田諭，阿部昭博：車椅子利用者のための協調型観光支援システムの開発と評価．観光情報
学会誌，Vol.5，No.1，pp.45-58，2009.5 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館における作品鑑賞支援システムの提案，人文科学とコンピュー
タシンポジウム，4B-2，2009.12 
2) Takahashi, A., Kita, T., Ichikawa, H., Nakano, H., and Suzuki, K.: Development of a Learning-Task Analysis 
Diagram UI for Moodle to Support Self-directed Selection of Learning Contents, Proceedings of 
International Conference for Media in Education (ICoME2009), pp.184-191, 2009.8 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 市川尚, 福岡寛之, 大信田康統, 狩野徹, 阿部昭博：歴史テーマパークを対象とした携帯電話による UD 観光情
報システムの開発と評価，情報処理学会研究報告，GN-75-18，2010.3 
2) 市川尚，宮澤芳光，川村和也，佐々木研弥，福岡寛之，大信田康統，阿部昭博：Bluetooth 携帯電話による UD
観光情報システムの歴史テーマパークへの適用．情報処理学会研究報告，IS-109-3, 2009.9 
3) 市川尚，鈴木克明：教授トランザクションに基づく教材シェルの開発：判断，分類，一般化のトランザクション．
日本教育工学会第 25 回全国大会講演論文集，pp.445-446， 2009.9 
4) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発と評
価，情報処理学会研究報告，IS-111-14，2010.3 
5) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの検討，情報処理
学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，3ZA-5，2010.3 
6) 河本祐幣，市川尚，窪田諭，阿部昭博：携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信の検討，情報
処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，5ZC-3，2010.3 
7) 佐々木研弥，窪田諭，市川尚，阿部昭博：UGC を用いた地域資源情報発信システムの検討，情報処理学会創立 50
周年記念（第 72 回）全国大会，4ZL-2，2010.3 
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8) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発，情
報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，1ZM-9，2010.3 
9) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館における鑑賞支援システムの開発，情報処理学会創立 50 周年
記念（第 72 回）全国大会，3ZM-8，2010.3 
10) 小澤田貴泰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：WebGIS を用いた道路管理情報ポータルシステムの提案，情報処理学
会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，6ZM-5，2010.3 
11) 関博之，窪田諭，市川尚，狩野徹，阿部昭博：歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開
発，情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会，6ZM-7，2010.3 
12) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：まちの変遷を考慮した地域学習支援システムの開発と携帯端末への展開，
第 18 回地理情報システム学会学術研究発表大会，3E-1，2009.10 
13) 阿部昭博，市川尚，窪田諭，狩野徹：ユニバーサルデザイン概念に基づくフィールドミュージアム支援システム
の提案, 情報処理学会研究報告，CH-84-1, 2009.10 
14) Abe, A., Ichikawa, H., Kubota, S. and Kano, T.: UD-based Field Museum System Using Mobile Phones and 
Web-GIS, Proceedings of Map Asia 2009, PN-143, 2009.8 
15) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博：野外美術館における鑑賞支援システムの検討，第 6回観光情報学会全国大
会概要集，p.6，2009.5 
16) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：まちの変遷を考慮した地域学習支援システム，第 6回観光情報学会全国大
会概要集，p.6，2009.5 
17) 小山奈津子，武田利明，及川正広，石田陽子，市川尚：薬剤の血管外漏出時のケアを考える（交流セッション
IX）．日本看護技術学会第 8 回学術集会講演抄録集，p.48，2009.9 
(e) 研究費の獲得 
1)  全学研究費・公募型地域課題研究「情報システム技術による「えさし藤原の郷」のユニバーサルデザイン化」（研
究代表者：阿部昭博） 
2)  全学研究費・課題研究「地域専門職への遠隔教育支援システムの構築と実践的研究」（研究代表者：武田利明）
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 「デジタル UD ガイド実験、実用化へ期待の声」 胆江日日新聞 朝刊 9面 2009.10.31 
2) 「携帯電話から音声案内を提供～ワンタッチ操作に改良、えさし藤原の郷で公開実験」 岩手日日新聞 朝刊 15
面 2009.10.31 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
SPA・PBL 委員会，研究科教務委員会，プロジェクト演習 TF 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) NPO 法人人材育成マネジメント研究会「インストラクショナルデザインセミナー」講師 
2) (株)日立総合経営研修所のインストラクショナルデザイン活動への助言 
(c) 一般教育 
1) 講師 地域ぐるみ観光実践リーダー育成研修講座（岩手県県南広域振興局）「観光における IT 活用」 2010.01.17
2) 講師 GIS 活用人材育成プログラム in 岩手（国土交通省国土計画局）「GPS 等を用いた地理空間情報の収集（地
方公共団体向け）」2009.12.10 
(d) 産学連携 
1) アクティブタグを用いた携帯電話への観光情報配信システム実験（株式会社 KDDI 研究所） 
2) 歴史公園「えさし藤原の郷」の情報ユニバーサルデザイン化（江刺開発振興株式会社） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 観光情報学会いわて観光情報学研究会幹事 
(f) その他 
1） 東北学院大学非常勤講師 
 
[主な業績］ 
・Bluetooth 携帯電話を用いた UD 観光情報システムのスパイラルアップ 
本研究では，平泉 UD ガイドプロジェクトにおいて開発を進めてきた UD 観光情報システムのスパイラルアップを行
った．UD 観光情報システムとは，UD に配慮し，ユーザ特性に応じた観光情報を提供するシステムである．スパイラ
ルアップは，よりユーザに受け入れてもらえるようにしていくためのユーザ参加型の継続的な UD 改善プロセスであ
る．筆者らが 2006 年度に行ったアクティブタグとパッシブタグによる UD 観光情報システムの開発と評価の結果か
ら，受信方法のユーザ嗜好の違いや，音声案内の不足などの課題を抽出した．本論文では，そのスパイラルアップ
として，2007 年度において UD 観光情報システムの設計および開発，社会実験を行った結果について報告する．本シ
ステムは課題を解決するために，アクティブタグとして Bluetooth タグ を採用し，対応する携帯電話と連動させ，
自動受信（プッシュ型）と手動受信（プル型）の両方の受信を可能にした．また，音声案内については，視覚障害
者へのプロトタイピングを行い，境内全体の情報を最初に提示するなどの工夫を行った．社会実験においては，UD
の観点のうち，操作性の一部（情報の入手と理解のしやすさ），有用性，魅力性について 2006 年度よりも良好な結
果となったが，操作性のうち，操作の容易さや連続性については，受信位置の不安定さや操作の多さなどが課題と
して残った． 
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職名： 講師 氏名： 窪田 諭 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
統計学，情報メディア入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 C，情報システム演習 A/B/C，情報システムゼミ
A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム企画・設計特論，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 米田信之，市川尚，窪田諭，阿部昭博，車椅子利用者のための協調型観光支援システムの開発と評価，観光情報
学会誌「観光と情報」，Vol.5，No.1，pp.45-58，2009.5. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博，野外美術館における作品鑑賞支援システムの提案，人文科学とコンピュー
タシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2009，No.16，pp.275-280，2009.12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 窪田諭，曽我和哉，佐々木敬志，瀧澤寛之，深田秀実，阿部昭博，地域 SNS を核とする住民参加型 GIS の開発と
その活用モデルの提案，地理情報システム学会講演論文集，Vol.18，pp.457-460，2009.10. 
2) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，まちの変遷を考慮した地域学習支援システム，第 6回観光情報学会全国大
会ポスターセッション，P-05，2009.5. 
3) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博，野外美術館における鑑賞支援システムの検討，第 6回観光情報学会全国大
会ポスターセッション，P-06，2009.5. 
4) Abe, A., Ichikawa, H., Kubota, S. and Kano, T., UD-based Field Museum System Using Mobile Phones and 
Web-GIS, Proceedings of Map Asia 2009, PN-143, 2009.8. 
5) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，まちの変遷を考慮した地域学習支援システムの開発とその携帯端末への展
開，地理情報システム学会講演論文集，Vol.18，pp.297-302，2009.10. 
6) 阿部昭博，市川尚，窪田諭，狩野徹，ユニバーサルデザイン概念に基づくフィールドミュージアム支援システム
の提案，情報処理学会研究報告，CH-084，2009.10. 
7) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博，目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発，情
報処理学会第 72 回全国大会講演論文集，1ZM-9，2010.3. 
8) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの検討，情報処理
学会第 72 回全国大会講演論文集，3ZA-5，2010.3. 
9) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博，野外美術館における鑑賞支援システムの開発，情報処理学会第 72 回全国
大会講演論文集，3ZM-8，2010.3. 
10) 佐々木研弥，窪田諭，市川尚，阿部昭博，UGC を用いた地域資源情報発信システムの検討，情報処理学会第 72
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回全国大会講演論文集，4ZL-2，2010.3. 
11) 河本祐幣，市川尚，窪田諭，阿部昭博，携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信の検討，情報
処理学会第 72 回全国大会講演論文集，5ZC-3，2010.3. 
12) 小澤田貴泰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，WebGIS を用いた道路管理情報ポータルシステムの提案，情報処理学
会第 72 回全国大会講演論文集，6ZM-5，2010.3. 
13) 関博之，窪田諭，市川尚，狩野徹，阿部昭博，歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開
発，情報処理学会第 72 回全国大会講演論文集，6ZM-7，2010.3. 
14) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博，目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発と評
価，情報処理学会研究報告，2010-IS111-14，2010.3. 
(e) 研究費の獲得 
1) 岩手県立大学，全学研究費・連携研究，住民利用を指向したコミュニティ GIS 基盤の開発と展開に関する研究（研
究代表者：阿部昭博），2009.4.～2010.3.（研究分担者） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 岩手日報「地理空間情報の活用推進へ真剣 盛岡・人材育成講座始まる」，2009.12.10.  
2) 田中成典，柴崎亮介，窪田 諭，北川悦司，物部寛太郎ほか，汎用 3次元 CAD エンジンのプロトタイプの設計に
向けての調査報告書，国土交通省建設技術研究開発助成，2009.4. 
3) 田中成典，柴崎亮介，北川悦司，窪田 諭，物部寛太郎ほか，時間項を考慮した 3次元 CAD エンジン概略設計書，
関西大学社会連携プロジェクト，2009.6. 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学生委員会，入試実施委員会，コンピュータ入門 TF 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 財団法人日本建設情報総合センター 社会基盤情報標準化委員会 電子成果活用小委員会 CAD 製図基準運用
WG 委員（2008.11.～2009.6.） 
2) 財団法人日本建設情報総合センター 社会基盤情報標準化委員会 図面／モデル情報交換小委員会 次世代モ
デル検討 WG 委員（2009.12.～2010.6.） 
(c) 一般教育 
1) GISA 東北サマーワークショップ 2009「身の丈にあった自治体 GIS の整備と利活用」（主催：地理情報システム学
会東北支部） 講演「官民協働の基盤地図データ整備・活用～大阪地区の事例紹介～」，意見交換会パネラー
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
138 
（2009.7.31. 岩手県立大学アイーナキャンパス） 
2) 社会基盤情報標準化セミナー（主催：財団法人日本建設情報総合センター） 講演「CAD を取り巻く情勢と国土
交通省標準 SXF」（2009.9.30. フォレスト仙台） 
3) 第 7 回研究助成事業成果報告会（主催：財団法人日本建設情報総合センター）「道路事業を対象とした 3 次元デ
ータの流通による業務プロセスの設計に関する研究」（2009.11.13. はあといん乃木坂） 
4) 地理空間情報活用人材育成プログラム in 岩手（主催：国土交通省国土計画局） 講師（2009.12.8～2009.12.11.
岩手県立大学アイーナキャンパス） 
「地理空間情報の調達と利用（G空間事業者向け）」（2009.12.8.） 
「オリエンテーション（地方公共団体職員向け）」（2009.12.9.） 
「GIS のシステムデザイン」（2009.12.10.） 
「地理空間情報の調達と利用（地方公共団体職員向け）」（2009.12.10.） 
「GIS を用いたマッピングと分析」（2009.12.11.） 
(d) 産学連携 
1)   時間項を考慮した 3次元 CAD エンジンの研究開発（関西大学産学連携プロジェクト） 
(e) 学会などにおける活動 
1） 地理情報システム（GIS）学会東北支部事務局幹事 
2） 土木学会 情報利用技術委員会 土木情報利用技術論文集査読員 
3） 観光情報学会いわて観光情報学研究会運営委員 
(f) その他 
1） 道路維持管理データ（位置コミデータ）の活用可能性研究（岩手県北上総合支局） 
2） 滝沢村地域 SNS 運営支援（滝沢村，NPO 法人 HCC） 
3） 国土交通省，平成 21 年度建設技術研究開発助成（実用化研究開発），汎用 3次元 CAD エンジンの調査と設計に関
する技術開発，2009.6.～2010.3.（研究分担者） 
4） 財団法人日本建設情報総合センター，平成 21 年度研究助成，グラフィックスアプリケーション開発のための
OpenGL の可能性に関する調査研究，2009.8.～2010.8.（研究分担者） 
5） 岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科非常勤講師「情報処理演習 B」 
 
[主な業績］ 
地域 SNS を核とする住民参加型 GIS の開発とその活用モデルの提案，地理情報システム学会講演論文集，Vol.18，
pp.457-460 
住民協働の地域まちづくりや地域コミュニティでの課題解決において，GIS を活用できる場面は多い．一方，地域
SNS はコミュニケーションツールとして注目され，多くの地方自治体が地域 SNS を運用している．ただし，住民参加
型 GIS として地域 SNS を考えると，地域の情報を収集，分析，公開する機能が十分とは言えない．本研究では，ま
ちづくりや地域コミュニティ活動，問題解決を支援するために，地域 SNS を核とする住民参加型 GIS を評価した．
その結果，システムの完成度と操作性については十分機能することを確認できた．さらに，システムの長期運用に
よって有用性を検証するとともに地域づくりやコミュニティ活動を活性化することを目指して，住民参加型 GIS の
活用モデルを考案した．ここでは，NPO を主体とする運営を考え，行政と大学の役割や継続的な運営に必要な要素を
検討した． 
